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新
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
先
行
整
備

と
し
て
医
学
科
の
教
養
教
育
部
門
と
看
護
学
科
の
学

生（
医
学
科
1
年
・
看
護
学
科
1
～
4
年
）が
学
ぶ

施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

造
成
工
事

　

令
和
3
年
度
か
ら
、
土
砂
の
搬
入
・
整
地
・
道
路

工
事
な
ど
を
行
う
造
成
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
は
主
に
、
擁
壁
や
雨
水
排
水
施
設
、

調
整
池
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
か
ら
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
運
動
施
設
や
外
構
・
植
栽
な
ど
の
工

事
を
行
い
、
完
了
す
る
予
定
で
す
。

建
築
工
事

令
和
3
年
度
末
に
と
り
ま
と
め
た
実
施
設
計
に
基

づ
き
、
令
和
4
年
度
か
ら
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
今
後
、
建
物
の
基
礎
工
事
を
は
じ
め
、
い
よ
い

よ
建
物
の
建
築
が
始
ま
り
ま
す
。
工
事
期
間
は
約
3

年
で
、令
和
6
年
度
中
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

建
物
に
は
、
近
隣
の
畝
傍
山
、
神
武
天
皇
陵
な
ど

豊
か
な
景
観
と
の
調
和
を
考
慮
し
た
外
観
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
近
隣
の
皆
様
や
区
域
内
を
通
行

さ
れ
る
皆
様
に
対
す
る
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

騒
音
・
振
動
に
配
慮
し
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新キャンパスイメージ

体育施設棟
体育施設棟

実習研究棟
実習研究棟

講義棟講義棟

講堂図書棟
講堂図書棟

新キャンパス航空写真

回廊からの講堂図書棟　イメージ

現キャンパス現キャンパス
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新キャンパス先行整備スケジュール

令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度以降

整備工事
造成

建築

予備設計 詳細設計 開発造成工事

基本設計 実施設計 建築工事

▼新キャンパス
　先行整備
　竣工予定

NEW  CAMPUS  IMAGE

講義棟　内観イメージ講義棟　内観イメージ

講義棟　内観イメージ講義棟　内観イメージ

講堂図書棟　内観イメージ講堂図書棟　内観イメージ

講義棟　外観イメージ講義棟　外観イメージ

実習研究棟　内観イメージ実習研究棟　内観イメージ

講堂図書棟　内観イメージ講堂図書棟　内観イメージ

実習研修棟　外観イメージ実習研修棟　外観イメージ
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Ｍ
Ｂ
Ｔ
難
病
克
服
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

奈
良
県
立
医
科
大
学
で
は
、
医
学
の
知
識
を
も
と

に
、
産
業
創
生
・
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
を
通

し
て
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
Ｍ
Ｂ
Ｔ（M

edicine-
Based T

ow
n

：
医
学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
） 

構
想
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
奈
良
県
立
医
科
大
学
の
研
究
成
果
の

産
業
化
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は「
コ
ロ
ナ
克
服

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
、
自
治
体
や
企
業
、
商
店
街
な

ど
多
数
の
組
織
を
対
象
に
感
染
対
策
の
無
料
相
談
な

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
次
な
る
活
動
と
し
て「
難
病
」に
焦
点
を
あ

て
た「
Ｍ
Ｂ
Ｔ
難
病
克
服
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
重
点

活
動
と
し
て
始
め
て
い
ま
す
。

 

「
難
病
」と
は
、
一
般
的
に
は
治
り
に
く
い
病
気
、

治
し
方
の
分
か
ら
な
い「
不
治
の
病
」を
指
し
ま
す
。

難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病
名
は
約
3
0
0
種
類

あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
の
罹
患
者
数
は
約
1
0
0
万

人
、
人
口
の
1
％
未
満
で
す
。
一
方
、
が
ん
に
罹
患

す
る
の
は
2
人
に
1
人
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
難

病
の
症
例
数
は
一
般
的
な
病
気
か
ら
す
る
と
明
ら
か

に
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
治
療
方
法
も
探
し
に
く
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
治
療
も
で
き
ず
長
期
に

わ
た
り
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
難
病

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
周
り
の
理

解
を
得
に
く
く
、
中
に
は
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
難
病
患

者
さ
ん
の
苦
し
み
に
少
し
で
も
寄
り
添
い
た
く「
Ｍ

Ｂ
Ｔ
難
病
克
服
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
難
病
克
服
に
関
わ
る
人
々

や
研
究
者
、
患
者
さ
ん
へ
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
そ
の
活
動
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

難
病
の
人
々
の
状
況
や
最
前
線
の
難
病
治
療
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
9
月
の
第
3
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
脳
卒
中
や

筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）の
画
期
的
な
治
療

法
の
開
発
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
阿
部
康
二
先
生（
国
立

精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
長
）と
、数
々

の
映
画
作
品
を
発
表
し
、
映
画
祭
企
画
や
映
画
界
で

の
人
材
育
成
に
も
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
西
尾
孔

志
監
督
を
お
招
き
し
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
部
先
生
か
ら
は
、『
神
経
難
病
の
新
し
い
治
療
』

と
題
し
て
、
脊
髄
性
小
脳
萎
縮
症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
等
へ
の
幹
細
胞
治
療
法
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た

治
療
薬
や
神
経
難
病
に
有
効
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
の

研
究
開
発
動
向
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
尾
監
督
か
ら
は
、『
映
画
は
難
病
を
ど
う
描
い

て
き
た
か
』と
題
し
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た

難
病
等
に
関
す
る
映
画
を
分
類
分
け
し
て
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
最
後
に
Ｍ
Ｂ
Ｔ 

映
画
祭
の
意
義
を
唱
え

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ご
講
演
は
、
多
く
の
方
々
に

難
病
や
そ
れ
に
向
き
合
う
人
々
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
一
助
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
3
月
に
は
左
記
の
と
お
り
第
4
回
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。
是
非
ご
視
聴
い
た
だ
き
少
し

で
も
難
病
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
も
い
た
し
ま
す
の
で
後

日
で
も
ご
視
聴
可
能
で
す
。

MBT難病克服キャンペーン協賛企業
（株）三井住友銀行 明晃化成工業（株）
（株）南都銀行 オーブ・テック（株）
近畿日本鉄道（株） UHA味覚糖（株）
日本生命保険（相） オーニット（株）
大樹生命保険（株） ナノソリューション（株）
損害保険ジャパン（株） （株）インデックス コンサルティング
吉本興業（株） シンクス（株）
マクセル（株） 奈良中央信用金庫
クオール（株） 城南信用金庫

（株）三笠 （株）Bonrich
（一財）弘済会 （株）Yu Vision
大和リゾート（株）THE KASHIHARA （株）奈良ホテル
レック（株） （公財）奈良先端科学技術大学院大学支援財団
カルテック（株） やまと真空工業（株）

（株）アイ・オー・データ機器 （株）MBTジョブレオーネ
MBTリンク（株） 岡村印刷工業（株）
avatarin（株） （株）CTIグランドプラニング
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②
映
画
祭

 
『
み
ん
な
で
守
る
い
の
ち
』を
テ
ー
マ
に
、難
病
や
命

に
関
わ
る
疾
病
の
患
者
さ
ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
、

映
像
を
通
し
て
支
援
し
勇
気
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

短
編
映
像
作
品
を
募
集
し
、
入
賞
作
品
の
上
映
と
受

賞
作
品
を
表
彰
す
る
映
画
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
1
月
に
、
橿
原
文
化
会
館
で
第
1
回
目
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
会
場
に
は
、2
0
0
名
を
超

え
る
観
覧
者
の
方
々
が
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、難
病
に
つ

い
て
考
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
同
年
10
月
に
は
、
う
め
き
た
外
庭
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ

（
大
阪
梅
田
）で
、
星
空
の
も
と
第
1
回
映
画
祭
受
賞

作
品
の
上
映
会
を
行
い
、都
心
で
も
難
病
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
1
月
に
は
東
京
で
第
2
回
映
画

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
短
編
映
像
作
品
38
本
か
ら

7
本
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
、
当
日
篠
原
哲
雄
監
督

を
含
む
審
査
員
ら
に
よ
る
最
終
審
査
で
受
賞
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
い
ず
れ
も
あ
ら
た
め
て
命
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
、
2
0
0
名
を

超
え
る
観
客
か
ら
は
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
」「
い
ま
ま
で
知
ら
な
い
病
気
を
知

れ
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
難
病
の
方
た
ち
に
何
か
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
」な

ど
の
た
く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
衆
議
院
議
員
の
野
田
聖
子
さ
ん
も
応
援
に

か
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、『
医
療
的
ケ
ア
児
と
の
人

生
』と
題
し
、
障
害
を
か
か
え
る
息
子
の
育
児
奮
闘

記
を
ご
講
演
い
た
だ
き
、
会
場
は
感
動
の
渦
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

本
映
画
祭
の
模
様
は
当
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
放
送

さ
れ
、
多
く
の
方
に
難
病
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奈
良
県
立
医
科
大
学
で
は
患
者
さ
ん
へ
の「
治
療
」

だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
方
を
様
々
な
方
法
で

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
難
病
克
服

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
も
医
学
を
基

礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

うめきた外庭SQUAREで上映しました

野田聖子議員に応援に来ていただきました 最後に審査員と入賞作品監督たちと記念撮影をしました
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解
剖
慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た

令
和
4
年
9
月
15
日（
木
）
午
後

2
時
か
ら
T
H
E 

K
A
S
H
I
H

A
R
A
に
お
い
て
、
第
75
回
解
剖
慰

霊
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

昨
年
と
一
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
開
催
を
中
止
ま
た
は

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
3
年
ぶ
り
に
ご
遺
族
も

会
場
に
出
席
い
た
だ
く
形

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
は
新
た
に
、
系
統

解
剖
36
柱
、
病
理
解
剖
15

柱
の
計
51
柱
の
御
霊
を
加

え
て
、
6
、
8
0
8
柱
の

御
霊
を
お
祀
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
黙
祷
の

後
、
細
井
裕
司
学
長
の
祭

文
奉
読
、
医
学
科
2
年
生

総
代
の
吉
田
彪
晟
さ
ん
の

感
謝
文
奉
読
、
参
列
者
の

献
花
と
続
き
、
最
後
に
学

長
か
ら
の
お
礼
の
挨
拶
に

よ
り
終
了
し
ま
し
た
。

医
学
の
発
展
と
医
学
教

育
の
た
め
に
自
ら
の
御
体
を
捧
げ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
崇
高
な
る

ご
遺
志
に
改
め
て
深
い
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
部
医
学
科「
Ｓ
ｔｕ
ｄｅ
ｎ
ｔ 

Ｄｏ
ｃ
ｔｏ
ｒ 

認
定
証
・
白
衣
授
与
式
」を
行
い
ま
し
た

11
月
29
日
に
、
医
学
科
４
年
生

1
0
6
名
の
S
t
u
d
e
n
t 

D
 
o
 c 

t
o
r
認
定
証
・
白
衣
授
与
式
を

３
年
振
り
に
保
護
者
同
席
で
執
り
行

い
ま
し
た
。

初
め
に
細
井
裕
司
学
長
か
ら
医

師
と
し
て
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
講

話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
代
表
学
生
４

名
に「
S
t
u
d
e
n
t 

D
o
c
t
o
r

認
定
証
」が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
学
長
・
医
学
部
長
・

附
属
病
院
長
・
同
窓
会
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
に
白
衣
が
授
与
さ
れ
、
学

生
は
医
学
科
同
窓
会
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
真
新
し
い
白
衣
に
袖
を
通
し

た
の
ち
、
吉
川
公
彦
附
属
病
院
長

か
ら
の
訓
示
、
國
分
清
和
同
窓
会

長
か
ら
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
生
を
代
表
し
て
吉

田
暁
彦
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
臨
床
実
習
で
、
真
摯
に
実
習
に

取
り
組
み
、
医
師
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
養
っ
て
い
く
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

お礼の挨拶を行う細井裕司学長

Student Doctor認定者一同
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精神保健福祉士

奈良県立医科大学附属病院
Nara Medical University Hospital

職員募集情報は
こちらから

皆さまのご理解とご協力をお願いします

働き方改革・チーム医療推進のため
スタッフを募集しております

病棟クラーク

事務

社会福祉士

心理士

管理栄養士

リハビリ技師

放射線技師

検査技師

医師事務作業補助

医師

看護師・助産師

看護補助

薬剤師

医師の働き方改革ってご存じですか？

医師も当直明けは勤務を
交替します。そのため担
当医以外の医師が対応
することもあります！

2024年医師の
働き方が変わります！
複数担当医制・

交替制を推進します 医療機関との連携
他の医療機関からの 
紹介・他の医療機関へ
の逆紹介を推進します。

タスク・
シフティング

医師以外の医療職や
事務とも業務分担を
していきます！

時間内の
病状説明

ご協力をお願
いします！
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公立大学法人奈良県立医科大学　法人企画部
新キャンパス・施設マネジメント課　キャンパス整備推進係
〒 634-8521　奈良県橿原市四条町 840
TE L 	 0744-22-3051（内線 2802,	2804）
Mail	 kihonkoso@naramed-u.ac.jp

「奈良医大キャンパスだより」の内
容に関する問い合わせやご意見等
ございましたら、右記までご連絡
ください。

　奈良への愛着を醸成し、奈良県立医科大学ならではの医学教育を実践する場に
ふさわしい姿を具現化します。

未来への飛躍基金 検索

【お問い合わせ先】  奈良県立医科大学 総務広報課　 
T E L：0744-23-9973 
FAX：0744-29-8987 
E-mail：hiyakukikin@naramed-u.ac.jp

未来への飛躍基金HP
https://www.naramed-u.ac.jp/~hiyakukikin/

奈良県立医科大学への
ご寄附をお願いします。

新キャンパスの整備に向けて

・教育・研究及び診療活動への支援
・大学及び附属病院の施設整備
・大学と社会とのつながりへの支援  等

活用事業

活動内容
・ 医学科、看護学科学生への研修費用の助成
・大学院入学者への奨学金
・クラブ活動への助成
・高度シミュレータの購入
・地域の健康イベントへの助成  等

医療の未来へまっすぐに。
  未来への飛躍基金  未来への飛躍基金


